
 

 

 

 

鹿児島県鹿屋市の柳谷集落、愛称「やね 

だん」は、人口３００人、うち６５歳以上 

が４割。どこにでもあるような、高齢化が 

進む中山間地域の集落でした。 

ところが、１０年ほどで“地域再生のお 

手本”として全国から注目される集落に変 

貌したのです。 

「やねだん」が目指したのは、“行政に 

頼らない地域再生”。集落で労力や経験を 

提供し合って、独自の商品開発で自主財源 

を増やし、福祉や教育を自ら充実させてい 

きました。 

そして、自主財源が増えた結果、集落の 

全世帯にボーナスが配れるほどに！ 

逆境を逆手に取る愉快な発想、したたか 

なビジネス感覚、人の輪の底力、リーダー 

の苦労と献身、そして住民の笑顔。 

そんな、地方のある小さな集落が再生を 

果たした１２年の記録です。 

住民 

ワーク 

ショップ M I R A I カフ ェ 

お い ら せ の 学 び 

８
月
８
日
（土
）
、
町
民
交
流
セ
ン
タ

ー
小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
お
い
ら
せ
の

学
びM

IRA
I

カ
フ
ェ
」第
３
回
が
開
催
さ

れ
、
14
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。 第

１
回
、
第
２
回
で
は
、
「お
い
ら
せ

町
の
あ
り
た
い
姿
」
と
「
お
い
ら
せ
町
の

良
い
と
こ
ろ
、
残
念
な
と
こ
ろ
」
に
つ
い

て
、
語
り
合
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
ま

す
！
・
・
・
と
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
前
に
「住
民
自
治
」や
、
地
域
づ
く

り
の
先
進
事
例
を
参
加
者
同
士
で
学

び
合
う
こ
と
も
大
切
で
、
こ
れ
ま
で
の

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
に
よ
る
対
話
に
プ
ラ
ス

し
、
学
習
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
知

見
を
参
加
者
全
員
で
共
有
し
ま
し

た
。 「

住
民
自
治
」
講
話 

助
言
者
の
県
生
涯
学
習
課 

渡
部

靖
之
先
生
か
ら
「
住
民
自
治
」
に
つ
い

て
、
次
の
３
点
を
軸
に
講
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

①
『住
民
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
主
役
』 

 

自
治
体
の
主
役
は
住
民
で
あ
り
、 

公
共
と
は
行
政
だ
け
が
担
う
も
の
で 

は
な
く
、
住
民
も
担
い
手
で
あ
る
。
行

政
と
住
民
の
役
割
分
担
が
明
確
に
な
っ

て
い
れ
ば
協
働
と
い
え
る
。 

②
『
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
「
学
び
」
の

意
味
』 

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。
学
習

は
「
気
づ
き
」
か
ら
始
ま
り
、
「
教
え
る

ー
教
え
ら
れ
る
」
の
関
係
で
は
な
く

「
学
び
合
い
」
の
関
係
か
ら
人
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。 

③
『
つ
な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
』 

 

地
域
の
つ
な
が
り
と
は
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
で
あ
り
、
そ
の
媒
介
と
な
る
の

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
大
人
が
つ
な

が
る
力
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
つ
な

が
る
力
を
社
会
全
体
で
は
ぐ
く
む
。 

 

「
や
ね
だ
ん
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴 

 

地
域
づ
く
り
先
進
事
例
の
紹
介
Ｄ
Ｖ

Ｄ
（
※
左
ペ
ー
ジ
上
参
照
）
を
見
な
が

ら
学
習
し
ま
し
た
。
約
６０
分
の
映
像

を
見
た
後
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

感
想
や
お
い
ら
せ
町
に
活
か
せ
る
点
等

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

今回は参加者同士の対話とあわせて、県生涯学習課 渡部先生の講話やＤＶＤを見ながらの学びの場となりました 

先
進
事
例
を
学
ぶ
！ 

 

①
「Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た
感
想
」 

▼
笑
顔
が
多
い
▼
ま
と
ま
り
や
す
い

人
数
▼
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
人
柄
と
協

働
に
よ
る
物
造
り
が
生
産
性
を
生

み
、
自
主
財
源
と
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
で

人
口
増
に
▼
す
ば
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
だ
と
思
う
▼
高
齢

だ
け
ど
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
多
い 

 
 

 

②
「先
進
事
例
の
成
功
理
由
は
？
」 

▼
地
域
の
問
題
点
を
皆
で
考
え
て
解

決
し
て
い
く
▼
地
域
に
も
と
も
と
あ
る

財
産
を
活
か
し
て
い
る
▼
世
代
間
交

流
に
な
って
い
る
▼
個
人
の
持
つ
特
性
、

能
力
が
活
か
さ
れ
て
い
る 

  

③
「お
い
ら
せ
町
に
活
か
せ
る
点
は
」 

▼
技
術
を
持
って
い
る
人
を
活
用
す
る

為
に
活
動
す
る
場
と
機
会
を
作
る
▼

各
地
域
で
活
動
す
る
▼
リ
ー
ダ
ー
の

存
在
→
人
が
集
ま
る
事
→
地
域
の
宝

を
探
す
→
そ
れ
を
ど
う
活
か
す
か
▼

M
IRA

I

カ
フ
ェ
の
必
要
性
有
り 

 

次
回
は
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
取
り

組
み
を
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
のM

IRA
I 

カ
フ
ェ
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
テ
ー
マ

を
絞
っ
て
話
し
合
い
ま
す
。
次
回
も
ま

す
ま
す
有
意
義
な
時
間
に
な
り
そ
う

で
す
。 

やねだん 
～人口 300人 ボーナスが出る集落～ 

平成９年５月 カライモ生産活動。
わくわく運動遊園建設
異郷からのメッセージ放送開始

平成１０年４月 活動拠点「わくわく運動遊園」完成
高齢者対象のリハビリコースの設備

平成１１年１２月 通学路での「おはよう声かけ運動」開始
平成１２年４月 土着菌製造・活用の開始
平成１２年５月 小中学生対象に「寺子屋」運営開始

まさかの時の緊急警報装置（介護用）設置
平成１３年５月 噴水・ビオトープ等の整備
平成１３年１１月 石灯篭の整備
平成１３年１２月 まさかの時の緊急警報装置（煙感知器）設置
平成１４年３月 土着菌センター建設

お宝歴史館建設
平成１５年８月 柳谷安全パトロール隊の発足

サンセットウォーキング大会の実施
平成１５年１１月 まさかの時の緊急警報装置（防犯ベル・全戸）設置
平成１６年３月 焼酎「やねだん」開発
平成１６年５月 柳谷未来館建設・手打ちそば食堂の開業
平成１８年１月 土着菌による足浴オープン
平成１９年１１月 第一回　故郷創世塾　開講
平成２０年５月 めったに見られない芸術祭inやねだん　開催

◆柳谷集落の活動記録◆

今回使用したＤＶＤ

の紹介です 
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